
２
０
２
３
年
７
月
２
３
日
（
日
）

１
３
時
３
０
分
よ
り
川
崎
支
部
事
務

所
で
第
７
３
回
定
期
大
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
参
加
は
１
０
名
で
委
任
状
は
６

名
で
成
立
。
大
会
は
議
長
を
三
和
分
会

の
細
谷
静
雄
さ
ん
、
書
記
を
三
和
分
会

の
小
林
さ
ん
、
司
会
を
浅
岡
さ
ん
で
進

め
て
い
き
ま
し
た
。
選
管
は
三
和
分
会

の
細
谷
あ
つ
子
さ
ん
と
崎
陽
軒
の
入
江

さ
ん
。

議
案
提
案

総
括
（
浅
岡
）
、
方
針
（
長
谷
川
）
、

決
算(

光
田
）
、
会
計
監
査
（
澁
谷
）
、

予
算
（
光
田
）
、
事
務
所
管
理
（
今
野
）
、

共
済(

矢
部
）
の
提
案
・
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

来
賓
挨
拶

川
崎
労
連
事
務
局
長
の
吉
根
さ
ん

組
織
拡
大
が
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
っ

て
い
ま
す
。
海
外
に
目
を
向
け
て
い
る

と
、
ア
メ
リ
カ
で
は
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス

で
組
合
が
活
躍
し
て
い
る
。
何
千
人
も

の
労
働
者
が
働
く
環
境
の
改
善
を
求
め

て
ス
ト
ラ
イ
キ
を
続
け
て
い
る
。
海
外

で
の
活
動
を
学
ん
で
い
ま
す
。

川
崎
で
は
川
崎
市
独
自
の
「
ぜ
ん
息

（
そ
く
）
患
者
医
療
費
助
成
制
度
」
が

廃
止
に
な
り
ま
し
た
。

川
崎
北
合
同
法
律
事
務
所
の
林
弁

護
士
さ
ん

解
雇
が
お
金
さ
え
払
え
ば
自
由
に
な

さ
れ
て
い
る
。
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
い
う

と
聞
こ
え
は
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

社
会
保
障
が
非
常
に
貧
弱
に
な
っ
て
い

る
。
問
題
意
識
を
持
っ
た
組
合
の
存
在

意
義
が
増
々
増
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
法
律
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
労

働
相
談
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
き
ち
ん
と

話
あ
っ
て
労
働
者
の
立
場
に
立
っ
て
解

決
を
さ
れ
て
い
る
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
の
組
合

が
あ
る
事
は
助
か
っ
て
い
ま
す
。

ワ
ー
カ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
の
活
動
に
つ
い

て
は
、
（
７
月
２
１
日
）
溝
の
口
で
街

頭
労
働
相
談
で
は
労
働
組
合
と
一
緒
に

対
応
し
ま
し
た
。
相
談
者
の
方
は
６
０

代
の
女
性
が
保
育
園
の
清
掃
の
作
業
を

し
て
い
て
、
『
外
の
作
業
は
き
つ
い
の

で
室
内
の
作
業
に
変
え
て
も
ら
え
な
い
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Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
の
組
合
員
を
増
や
し
て
働
く
者
の

生
活
と
権
利
を
守
ろ
う
！

今
期
も
引
き
続
き
委
員
長
に
な
り
ま
し
た
長
谷
川
で
す
。

組
合
員
減
少
と
高
齢
化
で
川
崎
支
部
は
大
変
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
働
く
者
の
生

活
と
権
利
を
ま
も
る
為
に
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
の
組
合
員
が
増
え
な
い
と
、
今
の
日
本
で
は
生
活
が

よ
り
い
っ
そ
う
に
厳
し
く
な
る
事
は
必
至
で
す
。
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
の
組
合
に
１
人
で
も
多
く
の

加
入
を
訴
え
ま
す
。
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
川
崎
支
部

執
行
委
員
長

長
谷
川

清

２
面
へ
続
く



か
と
話
を
し
た
ら
「
そ
れ
は
出
来
な

い
」
と
言
わ
れ
た
。
』
相
談
者
か
ら

の
連
絡
待
ち
に
な
っ
て
い
ま
す
。

神
奈
川
地
本
の
庄
司
書
記
長

７
月
に
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
中
央
の
定
期

大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
組
織
拡
大

が
重
要
で
す
。

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
の
組
合
は
現
在
全
国

で
４
０
０
０
人
台
の
組
合
に
な
っ
て

い
ま
す
。
神
奈
川
地
本
も
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
拡
大
が
進
ま
な
い
。
少
し
で

も
純
増
を
進
め
た
い
。
存
在
感
の
あ

る
組
合
作
り
を
一
緒
に
め
ざ
し
ま
し
ょ

う
。大

会
発
言
よ
り

日
本
シ
ャ
ッ
タ
ー
分
会
に
つ
い
て

社
長
が
交
代
し
春
闘
で
数
年
ぶ
り

の
賃
上
５
０
０
０
円
の
回
答
が
出
た
。

春
闘
で
は
退
職
金
の
問
題
。

定
年
を
６
５
歳
ま
で
伸
ば
す
要
求
は

な
い
の
か
。

今
い
る
組
合
員
の
意
見
を
拾
い
上

げ
る
意
味
で
対
策
会
議
を
や
っ
た
ら

い
い
の
で
は
な
い
か
。

崎
陽
軒
で
判
っ
た
こ
と

入
社
後
１
７
年
間
で
初
め
て
の
団

交
で
、
会
社
側
の
姿
勢
が
判
っ
て
き

ま
し
た
。

組
合
員
入
江
さ
ん
の
感
想
は
、

『
崎
陽
軒
は
、
何
で
も
通
る
と
思
た

ら
間
違
い
だ
。
人
事
も
で
た
ら
め
、

パ
ワ
ハ
ラ
も
』
と
言
っ
て
い
ま
す
。

今
春
闘
で
は
、
食
事
手
当
に
つ
い

て
の
説
明
が
、
二
転
三
転
し
、
２
２

年
１
０
月
に
４
０
０
円
か
ら
４
８
０

円
に
変
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た

り
、
賃
上
げ
交
渉
で
は
９
，
６
０
０

円
（
日
額
）
の
根
拠
も
示
さ
ず
、
正

社
員
と
の
差
も
示
さ
ず
、
業
績
も
言

わ
な
い
。

夏
季
一
時
金
は
、
６
万
円
の
回
答
、

な
ぜ
６
万
円
か
は
、
一
時
金
は
規
定

に
よ
り
、
勤
続
年
数
、
時
間
、
評
価

で
決
め
て
い
る
と
の
説
明
に
終
始
し

ま
し
た
。
本
人
に
は
内
容
の
説
明
を

行
う
の
か
と
確
認
し
た
ら
、
希
望
日

を
指
定
す
れ
ば
説
明
す
る
と
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
団
交
で
合
意

し
た
事
項
は
協
定
書
を
取
り
交
す
こ

と
と
、
組
合
は
、
４
大
闘
争
を
行
う

事
を
宣
言
し
て
い
ま
す
。

崎
陽
軒
は
、
従
業
員
の
要
望
を
聞

く
姿
勢
を
も
っ
て
い
て
、
敏
感
に
反

応
し
ま
す
。

今
後
は
秋
闘
の
課
題
と
し
て
職
場

の
細
か
い
要
求
を
調
べ
る
方
法
や
ア

ン
ケ
ー
ト
の
内
容
・
渡
し
方
等
、
対

策
会
議
で
検
討
を
し
て
行
き
ま
す
。

事
務
所
管
理
委
員
会
に
つ
い
て

空
き
室
が
６
室
あ
る
。
不
動
産
屋

か
ら
マ
ン
ス
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
と
し

て
の
利
用
提
案
も
る
。

経
年
劣
化
を
含
め
配
管
の
更
新
工

事
、
各
屋
の
リ
フ
ォ
ー
ム
も
検
討
し

て
い
き
た
い
。

対
策
会
議
も
必
要
。

す
べ
て
の
議
案
は
全
員
賛
成

で
承
認
・
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

ス
ト
権
確
立

①
２
３
秋
季
年
末
闘
争
要
求
に
関
す

る
対
経
営
者
統
一
ス
ト
権

②
「
解
雇
自
由
化
」
な
ど
の
労
働
法

制
改
悪
阻
止
、
雇
用
と
権
利
を
ま
も

る
統
一
ス
ト
権

③
消
費
税
５
％
へ
の
減
税
、
社
会
保

障
を
充
実
さ
せ
、
く
ら
し
を
ま
も
る

統
一
ス
ト
権

④
憲
法
改
悪
阻
止
な
ど
平
和
と
民
主

主
義
を
ま
も
る
統
一
ス
ト
権

役
員
選
挙

新
役
員
は
全
員
満
票
で
信
任
さ
れ

ま
し
た
。

長
谷
川
委
員
長
の
音
頭
で
ガ

ン
バ
ろ
う
三
唱
で
大
会
終
了

大
会
終
了
後
の
懇
親
会

懇
親
会
を
呼
び
か
け
、
残
っ
て
い

る
メ
ン
バ
ー
で
乾
杯
を
し
て
、
さ
さ

や
か
な
交
流
会
を
し
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
で
交
流
会
が
出
来
な
か
っ
た
事

を
考
え
る
と
皆
と
対
面
で
飲
め
る
の

は
良
い
も
ん
だ
。

こ
れ
か
ら
は
交
流
会
が
多
く
出
来

れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

大
会
に
参
加
さ
れ
た
方
々
猛
暑
の

中
の
参
加
さ
れ
て
ご
苦
労
様
で
し
た
。

【
記
・
小
林
】
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第７３回役員体制
執行委員長 長谷川 清

副執行委員長 矢部 常次

副執行委員長 細谷 静雄

書記長 浅岡 正夫

執行委員 光田 道雄

執行委員 小林 正一

会計監査 石田 洋司

会計監査 澁谷 久美

１
面
か
ら



中
央
最
低
賃
金
審
議
会
（
厚

労
省
諮
問
機
関
）
２
３
年
度
の

最
賃
（
最
低
賃
金
）
引
き
上
げ

の
目
安
額
を
全
国
平
均
１
０
０

２
円
決
め
ま
し
た
。

都
留
文
科
大
の
後
藤
道
夫
名

誉
教
授
の
試
算
（
左
の
グ
ラ
フ

参
照
）
で
は
、
２
０
０
９
年
と

２
０
２
０
年
を
比
較
す
る
と
、

最
賃
の
全
国
平
均
の
１
．
３
倍

以
下
の
賃
金
で
働
く
労
働
者
は
、

労
働
者
全
体
の
１
９
．
５
％
か

ら
３
１
．
６
％
に
増
え
た
と
し

て
い
ま
す
。
（
現
在
は
そ
の
差

は
も
っ
と
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
と

推
定
で
き
ま
す
）
２
０
２
２
年

１
０
月
か
ら
の
最
賃
の
全
国
平

均
は
９
６
１
円
で
、
そ
の
１
．

３
倍
は
１
２
４
９
円
と
な
り
ま

す
。
つ
ま
り
時
給
１
２
４
９
円

以
下
の
最
賃
ギ
リ
ギ
リ
で
働
い

て
い
る
労
働
者
は
約
３
割
強
に

な
り
ま
す
。
最
賃
１
５
０
０
円

の
実
現
で
多
く
の
労
働
者
の
賃

金
底
上
げ
が
で
き
ま
す
。

①
生
活
費
に
差
は
な
い

全
労
連
の
調
査
で
は
、
最
賃

が
最
も
低
い
高
知
県
（
８
５
３

円
）
と
最
も
高
い
東
京
都
（
１

０
７
２
円
）
の
最
低
生
計
費
を

比
べ
て
み
る
と
、
ど
ち
ら
も
月

額
２
５
万
円
で
差
が
あ
り
ま
せ

ん
。
（
右
下
の
グ
ラ
フ
参
照
・

時
給
換
算
）

②
世
界
で
は

全
国
一
律
が
ほ
と
ん
ど

世
界
で
は
最
賃
「
全
国
一
律
」

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
国
土
が
広

い
米
国
、
ロ
シ
ア
、
ブ
ラ
ジ
ル

以
外
で
「
地
域
別
」
を
導
入
し

て
い
る
の
は
日
本
だ
け
で
す
。

③
地
域
の
活
性
化

交
通
が
発
達
し
た
現
代
で
は
、

都
市
部
と
地
方
で
最
賃
に
差
が

で
き
る
と
、
（
生
活
費
が
地
域

で
差
が
な
い
の
で
）
安
い
賃
金

で
働
く
可
能
性
が
高
い
若
者
や

女
性
は
続
々
と
地
方
を
捨
て
都

市
部
に
集
中
し
て
し
ま
い
ま
す
。

④
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な

経
済
政
策

日
本
以
外
の
先
進
国
の
最
低

賃
金
は
と
っ
く
に
１
５
０
０
円

以
上
に
な
っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ

そ
う
な
っ
た
か
と
言
う
と
、
各

国
の
政
府
が
物
価
上
昇
に
合
わ

せ
て
最
低
賃
金
を
継
続
的
に
引

き
上
げ
た
か
ら
で
「
全
国
一
律

の
最
賃
の
引
き
上
げ
」
は
極
め

て
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
経
済
政
策

と
い
え
ま
す
。

厚
労
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
、
最
賃
は
、
「
公
益
代
表
、

労
働
者
代
表
、
使
用
者
代
表
の

各
同
数
の
委
員
で
構
成
さ
れ
る

（３） 7301号

４
面
へ
続
く

最
賃
ギ
リ
ギ
リ

約
３
割

地
域
別
で
な
く

全
国
一
律
最
賃
を
！

最
賃
は
ど
の
よ
う
に

決
ま
る
の
か



最
低
賃
金
審
議
会
に
お
い
て

議
論
の
上
、
都
道
府
県
労
働

局
長
が
決
定
し
て
い
ま
す
。
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ

が
労
働
者
代
表
は
全
て
連
合

の
組
合
で
占
め
ら
れ
て
い
て
、

全
労
連
の
組
合
は
１
つ
も
入
っ

て
い
ま
せ
ん
。
全
労
連
は
５

月
３
１
日
労
働
者
委
員
の
偏

向
任
命
に
抗
議
を
し
て
い
ま

す
。
全
国
一
律
最
賃
の
大
幅

改
善
が
進
ま
な
い
理
由
の
一

つ
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

岸
田
文
雄
首
相
は
１
０
０

０
円
達
成
の
目
標
を
掲
げ
る

が
、
物
価
高
を
勘
案
す
れ
ば

不
十
分
だ
ろ
う
。
・
・
・
時

給
１
０
０
０
円
で
は
、
年
間

フ
ル
タ
イ
ム
で
働
い
て
も
年

収
は
２
０
０
万
円
に
と
ど
ま

る
。
１
人
暮
ら
し
の
労
働
者

が
安
定
し
た
生
活
を
送
る
に

は
、
１
５
０
０
円
程
度
が
必

要
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
底

上
げ
が
欠
か
せ
な
い
。

（
２
０
２
３
年
７
月
３
日
）

２
０
２
０
～
２
２
年
の
３

年
間
で
、
最
賃
の
引
き
上
げ

な
ど
を
求
め
て
９
道
府
県
議

会
が
意
見
書
を
可
決
し
て
い

ま
す
。

◎
富
山
県
の
意
見
書
は
、
全

労
連
が
実
施
し
た
調
査
に
触

れ
、
「
地
方
で
は
交
通
費
な

ど
の
負
担
が
大
き
く
、
最
低

生
計
費
に
大
き
な
格
差
が
あ

る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
」
と

し
て
い
ま
す
。

◎
京
都
府
は
、
「
働
く
人
た

ち
の
経
済
的
困
窮
を
食
い
止

め
る
最
低
賃
金
の
改
善
と
一

体
に
、
中
小
企
業
、
個
人
事

業
主
に
対
す
る
直
接
的
に
負

担
を
軽
減
す
る
方
策
の
推
進

な
ど
、
実
効
性
の
あ
る
支
援

が
不
可
欠
」
と
強
調
し
て
い

ま
す
。

◎
岩
手
県
の
意
見
書
は
、
最

賃
引
き
上
げ
と
と
も
に
全
国

一
律
制
の
確
立
と
地
域
間
格

差
の
是
正
、
中
小
企
業
支
援

を
要
求
し
て
い
ま
す
。

◎
北
海
道
、
新
潟
県
な
ど
は
、

若
者
の
都
市
部
へ
の
流
出
な

ど
へ
の
懸
念
を
指
摘
し
て
い

ま
す
。

（
新
聞
赤
旗
２
０
２
３
年
７

月
１
８
日
よ
り
抜
粋
）

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
第
１
６
回
定

期
大
会
の
特
別
決
議
で
「
政

府
は
、
低
成
長
分
野
か
ら
成

長
分
野
へ
の
労
働
移
動
を
円

滑
化
す
れ
ば
「
構
造
的
賃
上

げ
」
が
実
現
す
る
と
主
張
す

る
が
、
こ
れ
は
、
保
育
・
介

護
な
ど
ケ
ア
労
働
や
中
小
零

細
企
業
の
低
賃
金
は
置
き
去

り
に
す
る
政
策
に
す
ぎ
な
い
」

と
述
べ
て
い
ま
す
。
政
府
は

リ
ス
キ
リ
ン
グ
に
よ
り
デ
ジ

タ
ル
産
業
へ
の
転
職
を
推
進

し
て
い
る
が
、
労
働
移
動
で

は
な
く
、
最
賃
ギ
リ
ギ
リ
で

働
く
ケ
ア
労
働
者
や
中
小
零

細
企
業
の
労
働
者
の
賃
金
改

善
こ
そ
が
必
要
で
す
。
全
国

一
律
１
５
０
０
円
の
最
賃
の

実
現
こ
そ
、
な
に
よ
り
必
要

で
す
。

【
細
谷
静
雄

記
】

７
月
１
５
日
（
土
）
１

０
時
よ
り
、
登
戸
駅
連
絡
通

路
に
て
第
１
２
回
目
の
未
組

織
宣
伝
を
実
施
し
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
は
、
浅
岡
、
長

谷
川
、
細
谷
、
矢
部
、
小
林

で
、
神
奈
川
地
本
か
ら
Ｉ
Ｓ

Ｂ
の
片
寄
さ
ん
が
応
援
に
駆

け
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。

ポ
ー
タ
ブ
ル
拡
声
器
で
宣

伝
を
行
い
、
Ｊ
Ｍ
Ｉ

Ｔ
Ｕ
が
取
組
ん
で
い

る
夏
季
一
時
金
闘
争

で
昨
年
を
う
わ
ま
わ

る
回
答
の
宣
伝
、
岸

田
内
閣
が
推
し
進
め

よ
う
と
し
て
い
る
大

軍
拡
の
危
険
性
、
内

閣
支
持
率
の
低
下
を

招
い
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
入
力
ミ
ス

と
保
険
証
紐
づ
け
問

題
、
止
ま
ら
な
い
物

価
高
騰
と
大
増
税
、

そ
し
て
１
０
月
に
改

訂
と
な
る
最
低
賃
金

で
は
政
府
案
の
１
，

０
０
０
円
で
は
低
す
ぎ
る
と

１
，
５
０
０
円
実
現
な
ど
を

訴
え
、
１
時
間
で
１
０
０
枚

の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
と
川
崎
支
部

の
パ
ン
フ
を
配
布
し
ま
し
た
。

来
月
は
８
月
２
３
日
水
曜

日
に
久
地
駅
で
夕
方
５
時
半

か
ら
実
施
し
ま
す
。

（
記

浅
岡
）

7301号 （４）

毎
日
新
聞
社
説
で
も

地
方
議
会

最
賃

引
き
上
げ
求
め
る

意
見
書

リ
ス
キ
リ
ン
グ

（
学
び
直
し
）
の

ま
や
か
し

３
面
か
ら

７
月
の
登
戸
駅
未
組
織
宣
伝

暑
い
中
チ
ラ
シ
百
枚
配
布



（５） 7301号

な
ん
ぶ
せ
ん

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、
２
０
１
５
年
１
０
月

か
ら
始
ま
り
、
年
々
そ
の
サ
ー
ビ
ス
が
拡
大
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ

ト
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
反
面
「
個
人
情
報
の

流
失
」
な
ど
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
▼
８
年
を

経
過
す
る
な
か
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

発
行
数
は
９
０
０
０
万
を
超
え
ひ
も
付
け
さ
れ

た
２
９
分
野
の
個
人
情
報
は
数
十
億
項
目
に
な

り
ま
す
▼
し
か
し
、
マ
イ
ナ
ー
カ
ー
ド
を
め
ぐ

る
混
乱
は
深
ま
る
ば
か
り
で
す
。
「
本
人
以
外

の
公
的
給
付
金
の
受
取
口
座
の
誤
登
録
」
「
マ

イ
ナ
保
険
証
に
他
人
の
情
報
が
登
録
さ
れ
た
ケ
ー

ス
」
「
他
人
の
年
金
記
録
が
閲
覧
さ
れ
た
ケ
ー

ス
」
「
障
害
者
手
帳
の
誤
登
録
」
な
ど
、
ト
ラ

ブ
ル
は
多
方
面
で
多
数
に
お
よ
び
個
人
情
報
の

漏
え
い
と
い
う
重
大
な
問
題
が
起
き
て
い
ま
す

▼
特
に
、
「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
に
つ
い
て
、
全

国
保
険
医
団
体
連
合
会
の
調
査
で
は
、
医
療
機

関
で
５
４
９
３
件
も
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
、

い
っ
た
ん
１
０
割
を
徴
収
し
た
例
が
１
２
９
１

件
あ
り
、
診
察
を
受
け
ず
に
帰
宅
し
た
人
も
い

た
と
の
報
告
も
あ
り
、
こ
の
ま
ま
保
健
証
廃
止

を
強
行
す
れ
ば
ト
ラ
ブ
ル
は
１
０
８
万
件
以
上

に
も
な
る
と
い
う
推
計
も
発
表
さ
れ
て
い
ま
す

▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
保
険
証
の
一
体
化

に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
は
、
他
人
の
医
療
情
報
が
ひ

も
付
け
さ
れ
て
い
た
な
ど
、
命
に
も
か
か
わ
る

危
険
が
あ
り
絶
体
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と

で
す
▼
岸
田
政
権
と
自
民
、
公
明
、
維
新
、
国

民
民
主
が
強
行
し
た
マ
イ
ナ
保
険
証
に
対
し
批

判
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
私
は
従
来
の
紙
の

健
康
保
険
証
を
な
く
す
な
と
強
く
求
め
た
い
。

《
ジ
ョ
ー
ジ
》

広
島
と
長
崎
に
人
類
史

上
初
め
て
原
子
爆
弾
が
投

下
さ
れ
、
一
瞬
の
う
ち
に

二
つ
の
都
市
が
破
壊
さ
れ
、

２
１
万
人
も
の
命
が
奪
わ

れ
て
か
ら
７
８
年
に
な
り

ま
す
。
生
き
残
っ
た
被
爆

者
も
原
爆
症
に
よ
っ
て
命

を
奪
わ
れ
、
あ
る
い
は
健

康
を
脅
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

核
兵
器
は
、
人
間
ら
し
く

生
き
る
こ
と
も
、
死
ぬ
こ

と
も
許
さ
れ
な
い
悪
魔
の

兵
器
で
す
。

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
か
ら
１
年
半
。

ブ
ー
チ
ン
大
統
領
は
核
使

用
の
威
嚇
を
繰
り
返
し
、
３

月
２
５
日
に
は
、
ロ
シ
ア
の

隣
国
ベ
ラ
ル
ー
シ
へ
の
戦
術

核
配
備
を
決
定
し
ま
し
た
。

北
東
ア
ジ
ア
で
も
北
朝
鮮

の
核
・
ミ
サ
イ
ル
開
発
、
核

弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
が
繰
り

返
さ
れ
、
そ
れ
に
対
応
し
て
、

米
国
を
中
心
に
日
本
と
韓
国

な
ど
も
、
危
険
な
軍
事
演
習

を
繰
り
返
し
、
軍
拡
と
「
核

抑
止
」
の
政
策
が
緊
張
と
危

険
を
高
め
て
い
ま
す
。

打
開
す
る
カ
ギ
は
国
連
憲

章
に
も
と
づ
く
紛
争
の
平
和

解
決
と
核
兵
器
の
全
面
禁
止

に
あ
り
ま
す
。
８
月
の
世
界

大
会
は
、
国
連
や

核
兵
器
廃
絶
の
た

め
に
行
動
す
る
諸

政
府
と
連
帯
・
行
動
し
世
界

の
市
民
社
会
の
運
動
を
総
結

集
し
ま
す
。
ま
た
唯
一
の
被

爆
国
で
あ
る
こ
の
日
本
を
、

核
兵
器
禁
止
条
約
に
参
加
し
、

核
兵
器
廃
絶
を
リ
ー
ド
す
る

国
に
変
え
る
共
同
の
大
会
で

す
。

《
記
：
矢
部
》

原水爆禁止２０２３年世界大会
被爆者とともに、核兵器のない平和で公正な世界を

人類と地球の未来のために

今
年
の
世
界
大
会
は
、

メ
イ
ン
会
場
を
長
崎
（
８

月
７
日
～
９
日
）
で
行
わ

れ
ま
す
。

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
で
は
、
参

加
者
を
募
り
、
川
崎
支
部

か
ら
小
林
正
一
さ
ん
が
参

加
し
ま
す
。
後
日
に
な
っ

て
か
ら
も
含
め
「
頑
張
っ

て
」
の
カ
ン
パ
を
お
願
い

し
ま
す
。

（
支
部
執
行
委
員
ま
で
）
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労働相談・労働組合作りはＪＭＩＴＵ川崎支部へ、助け合い共済制度あり

共済･カンパ等は：郵便振込口座00210-5-89254 名称:ＪＭＩＴＵ川崎支部

今後の日程
８月０５日（土）労働相談（支部事務所）１３：００～
０６～０９日 原水爆禁止2023年世界大会（長崎大会）
０９日（水）第１回支部執行委員会（支部事務所）１９：００～
１２日（土）労働相談（支部事務所）１３：００～
１８日（金）ワーカーズネット街頭労働相談（川崎駅）１９：００～
１９日（土）労働相談（支部事務所）１３：００～

総がかり行動（衆議院議員会館前）１４：００～
２３日（水）第１回未組織宣伝（久地駅）１７：３０～

第２回支部執行委員会（支部事務所）１９：００～
２６日（土）労働相談（支部事務所）１３：００～
２９日（火）ワーカーズネット運営委員会（ＺＯＯＭ）１８：３０～

《秋闘・年末闘争日程》
９月２０日（水）統一要求日

１０月 ４日（水）回答指定日
１０月２４日（火）年末一時金・統一要求日

ナンバープレイス７１１２号の答えは

Ａ＝３、Ｂ＝４、Ｃ＝４、Ｄ＝２ でした。

≪クイズの結果≫ 賞品は５００円相当です。解答者
は５名全員正解、５名の方が当選です。
澁谷裕之進さん（三和分会家族）・・・図書カード
尾崎康尚さん （日本シャッター分会）図書カード
石田洋司さん （合同分会） 図書カード
長谷川綾子さん（三和分会家族） クオカード
菅原祐三さん （支部報読者）・・・・図書カード

＝原稿をお送りください＝

支部報読者の皆さん、支部組合員の皆

さん、サポーター組合員の皆さん。いか

がお過ごしでしょうか。コロナ蔓延が収

まりませんが、世の中は、お祭りモード

で、『盆踊り』『花火大会』『町内のお

祭り』などが盛んに行われ、どの行事も

人出が盛んです。また、戦争体験・原水

爆など、痛ましい出来事を思い出される

方も多いのではないでしょうか？どのよ

うなテーマでも構いません、皆さんの思

いをお寄せ戴けませんか。世の中の矛盾

や黙っては居られない事、『マイナンバー

カード』『ビックモーター』などテーマ

は何でも結構です。暑さを吹き飛ばす皆

さんの原稿をお待ちしております。

支部報編集委員会一同

JMITU
川崎支部


